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精神科で の POS （Problem 　Oriented　System ）を

　　　　　　　　　用い た薬剤管理指導業務

　　一 九州 POS 薬剤研究会における取 り組み 一
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　POS （Problem　Oriented　System）is　recognized 　as　a　useful 　concept 　in　clinical 　practice．　In　November 　2000，　we

established 　the　Kyushu 　POS 　Pharmaceutical 　Society　to　support 　pharmaceutical 　care 　in　the　Kyushu 　area ．

　Initially，　we 　sent 　out 　questionnah
幽
es　regarding 　the　POS 　to　pharmacists 　in　66　hospitals，　As　a　resul ら　33％ of

the　pharmacists　reported 　tha曲 ey 　were 　successfully 　using 　POS　for　pharmaceutical　care 　at　these　66　hospitals．

Ahhough 　each 　phamacist　drew　up 　Iheir　own 　original 　manuals 　and 　checklists 　using 　POS ，　a　need 　for　common

tools　lo　slandardize 　pharmaceutical　care 　was 　indicated．

　Therefore　we 　designed　two 　kinds　of 　check 　sheets 　to　both　identify　adverse 　reactions 　to　a皿 tianxiety　agents ，　an −

tip・y・h ・ ti・ agent ・ 跏 d ・・tid・p・e・・  t・，跏 d　I… tim ・t・ 山 ・ ADL （・・ti・ity・f　d・ily　li・i・g）・f　i・p・Ii・・t・・W ・ dis一

ロibuted　our 　check 　sheets 　to　the　pharmacists　belonging　Io　our 　society 　at　our 　meeting 　and 　these　were 　put　into

practical　use 　for　psychotic　inpatients　at　each 　of 　the　hospitais・

　For　example ，　our 　check 　sheet　for　fluvoxamine　was 　found　to　be　useful　in　the　treatment 　of 　a　fema且e 　patient
wi 由 serotonin 　syndrome ，

　Four　months 　after 　distributing　our 　check 　sheets ，　we 　senI 　out 　another 　questionnaire　Io　evaluate 【he 皿 scfulness

of 　these 　sheets 　to　45　pharmacists　belonging　to　ouT 　society．　The 　results 　showed 　thaI　most 　pharmacists　had　favor−

able 　comments 　indicating　Ihe　sheets 【o　be　usefU1 ，　by　reducing 　the　consultation 　time 　and 　improving　the　stan −

dardization　of 　phamnaceutical　care 　for　psychotic　inpa【ients．　It　was 　noted ，　however，【hat　the　instructions　for　POS

amd 　our　check 　sheets 　were 　still　insuf行ciem ．　We 　therefore　inIend　to　fu曲 er 　improve　our 　check 　sheets 　to　make
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them 　 more 　 useful 　in　the　future．

Ke］words
−

prob亘em 　orien 【ed 　sysIem ，　psychotic　inpatients，　serotonin 　syndrome ，　phamlaceutical　care

は じ め に

　精神科医療は 薬物療法が主体 で あ り，患 者 の 服薬状況

は 治療効果 に 直結す る．こ の た め薬剤管理指導業務 は，
チ
ー

ム医療の 観点 から精神科 に おい て も重要 な 役割 を 果

たす ように な っ て きた 1）．現 在，多 く の 精神科病 院 で 薬

剤管理指導業務が積極的 に取 り組まれ て い る が ，そ の 業

務 内容 に は 薬剤師 間あ る い は施設問 で 格差 が 大 きい よ う

に 思 わ れ る ．と こ ろ で POS （Problem　Oriented　System）

は 問題解決志 向 で 臨床業務 を 遂行す る た め の 思考 方法
2）

と して 多 くの 施設 で 取 り上 げ られ て い る ．筆者 ら も各 々

の 所 属施設 で POS を 導 入 して 薬 剤管理指導業務 を行 っ

て い る ．しか し個 々 の 薬剤師 が 経験す る 症例 や 疾患 に は

限界 があ り，自己満 足 な業務 に 陥 る こ とへ の 不 安，多く

の 症例 を 経験 で きな い 等 の 不 満，さ ら に は 「チ ーム 医療

の 中 で 薬剤師と して の 職能 を担 い た い 」 お よ び 「薬剤管

理指導業務 の 標準化 と質的向上 を め ざ し た い 」 と す る 要

望が 筆者 ら の 周 辺 で も高 ま っ て き た，そ こ で 2000年11月
に 福 岡県 ， 熊本県お よ び 大分県 の 精 神科病院を含むユ7施
設 の 薬剤師で 「九州 POS 薬剤研究会」 を発 足 し た．

　2001年 11月 現 在 で ，本研究会 の 会員施設数 は 39施設（う

ち精神 科病院21施設〉お よ び 会員数 は 49名 とな っ た ，本

研究会 で は ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 形式 の 研修会 を年 4 回 行 っ て

い る ．そ の 研 修会 に会 員 薬剤師 が さ ま ざまな症例 を持ち

寄 り，多 くの 経験を 共有す る こ とで ，結果的 に薬剤管理

指導業 務 の 質的向上 に つ な が る こ と をめ ざ して い る．

　また，薬剤管理指導内容 を他施設 の薬剤師が 評価 し合

う こ とで ，外部監査 が 行 わ れ，本業務 の 品質管理 が 可能

に な る と考 え て い る．会員間 の 連絡等は イ ン ター
ネ ッ ト

上 で 行 っ て お り， 距離的お よび時間的障害を排除 して ，

施設問 の 業務格差 の 是正 に つ な げた い と考 え て い る ．

　本研究会 の 発足当初 は 精神科病院 に 勤務す る薬剤師が

多か っ た た め
， まず は 精神疾患 に対す る薬剤管理指導業

務 の 標準化 を め ざす こ とと し た，今 回は 本研 究会が 提案

し て い る 各種 の 「精神科専用薬剤管理指導業務用 チ ェ ッ

ク シート」を紹介 し，そ の使用 満足度調査 を 行 うこ とで，
こ の ツ

ー
ル を各施設 で 薬剤管理指導業務 に 導入 す る際 の

問題 点 を 明確 に して ，そ の 解決策 を 検討 した の で報告す

る．

方 法

　九州地区 の 病院薬剤師 が POS の 考 え方 で 薬剤 管 理 指

導業務 を行 う際 に 問題点と して 感 じて い る こ と を把握 す

る た め，本研究会，熊本県病 院薬剤 師会 （熊本県病薬），

福 岡県 ， 熊本県，佐賀県，大分県 ならび に 長崎県 の 精神

科病院勤務薬剤 師の 有志 で 構成 して い る 精神薬学 研 究 会

の 各会員施設 に対 して，ア ン ケ
ー

ト調査 （表 1 お よ び 2

参照） を行 っ た （2001年 2 月）．た だ し上記 の うちで 複数

表 L 九 州 pOS 薬 剤 研 究 会．熊 本県病薬お よ び 精 神 薬

　　 学 研 究 会 会 員施設 で の POS 普 及 状 況

POS普 及状 況 回 答 施 設 数 （回 答率 ）

A ．POSを よ く 知 ら な い

B ．POS に つ い て 知 っ て い る が 使 い た く な い

C ．使 っ て み た こ と は あ る が 現 在 は 使 っ て い な い

D ．使 っ て い る が 不 便 さ を感 じ る

E ．不 便 さ を 感 じ ず に 使 っ て い る

18 ［施設 ］

147522

（27％ ）

（21　 ）

（11　 ）

（ 8　 ）

（33　 ）

合 計 66 （100 ％ ）

回 答 施設 数 ： 九州 POS薬 剤 研 究 会所 属 17施設 、 熊本 県病 薬 所属 39施設 、

　　　　　　 精 神 薬学 研究 会所 属 10施設
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表 2．POS の 考え方 で 薬剤管理 指 導業務 を行 う際の 問題点 と解 決策

の 団体 に 所属 して い る 施 設 へ の ア ン ケ
ート も 1 回 の み と

し ， 調査 が 重複 し な い ように した ．ア ン ケ ート調 査 に は

本研究会所属17施設，熊本県病薬所属39施設 お よ び 精神

薬学研 究会所属 10施 設 の 計66施 設 か ら 回答 が 得 ら れ た

（回収率40％ ）．

　こ の ア ン ケート結果 を踏 まえ て，精神科専用薬剤管理

指導業務用 チ ェ ッ ク シ
ー

トを作成 して ，本研究会 の 会員

に 配布 し，業務支援 に 努め た．配布 か ら 4 カ 月後，チ ェ ッ

ク シ
ー

トの 使用評価の 目 的 で ，使用 して 満 足 に思 う点 お

よび 問題点 （表 3参照）を調査 した （2001年 8 月，回答

者数45名）．

N 工工
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表 3．九 州 POS 薬剤研 究 会作 成 チ ェ ッ ク シ
ー

トの 使 用 満 足 度

回答者数 （回答 率 ）

1 ．満足 に 思 う点

　業 務時 間 が 短 縮 で き る

　業務 の 効 率 化 が 図 られ る

　業 務 の 標 準 化が 図 られ る

　質的向上 が 望 め る

　新 人薬 剤師 の 教 育 に 利 用 で き る

41 ［名 ］

3225188
（91％）

（7ユ　 ）

（56　 ）

（40　 ）

（18　 ）

2 ．問題点

　施 設 内 の 薬 剤 師 で 意識統一が で きな い

　資 料 が 集 ま る と 安 心 し て し ま う

　使 う タ イ ミ ン グが わ か ら な い

　 チ ェ ッ ク に 時 間 が か か る

　重 荷 に な る

　病 院 の 理 解 が 得 ら れ な い

30 ［名 ］

202017122

（67％ ）

（44　 ）

（44　 ）

（38　 ）

（27　 ）

（ 4　 ）

回答 者 数 ： 45 名 （複数 回答 ： 可 ）

結 果

1． POS の 考え方 で薬剤管理指導業務を 行 うこ と に つ

い て の ア ン ケ
ート調査結果

　POS の 普及状 況 に つ い て の 調査 結果 を 表 1 に 示 す．

POS を不便 さ を 感 じる こ とな く使用 し て い る の は 22施
設 （33％）で あ っ た の に対 して ，「POS を よ く知 らな い 」

が ユ8施 設 （27％）お よび 「POS を知 っ て い る が使 い た

くな い 」が 14施設 （21％）で あ っ た ．こ の 結果 か ら，本

研究会が 調査 し た 施設 で は POS が 十 分 に 浸透 して い る

と は 言 い 難 い こ と が明 らか とな っ た ．

　POS の 考 え 方 で 薬剤管 理指導業務 を 行 う際 の 問 題 点

とそ の 解決 に 向け た 各 施 設 の 取 り組 み に つ い て の 調 査結

果 を 表 2 に 示 す．本業務 に POS を導 入す る た め に 工 夫

して い る 施設 もあ る が，多 くの 施設 で は 患 者情 報 の 収

集，問題 点 の 明 確化，初 期 計 画 の 立 案 ， 業務 の 実施，経

過記録 の 作成 お よ びそ の 監 査 の い ず れ か の 過程 で 問 題 点

を 感 じて い る こ とが 明 ら か と な っ た ．こ の こ とか ら，薬

剤 管理 指導業務 の 標 準 化 と効率化 に 結 び つ く患者評価

ツ
ール の 必要性 が 強 く示唆 さ れ た．

2． 精神科専用 薬剤管理 指 導業務用チ ェ ッ ク シ 」 ト

　本研究会独 自の 薬剤管理指導業務標準 化 ッ
ー

ル で あ る

「薬剤別 副作用 チ ェ ッ ク シ ート」（12種類），「薬効 群 別 副

作用 チ ェ ッ ク シ
ー

ト」（3 種類）お よ び 「ADL （Activity

of 　daily　living： 日 常生活動作）チ ェ ッ ク シ
ー

ト」を作成 し

た．各種 チ ェ ッ ク シ
ー

トの 書式 を SOAP （Subjective　data，
Objective　data，　 Assessmentお よ び Pl跚 ）方式 に して，患

者情 報 の 収集 か ら経 過 記録作成 ま で の
一

連 の 業 務 を

POS の 考 え 方 に もとつ い て 実施 で きる よ うに 工夫 した．

　精神疾患 の 治療 に 汎用 さ れ る 薬剤 の うち，カ ル バ マ ゼ

ピ ン，ゾ ニ サ ミ ド，ク ロ ナ ゼ パ ム ，フ ェ ニ トイ ン ，バ ル

プ ロ 酸 ナ トリ ウ ム ，ビ ペ リ デ ン
， プロ ム ペ リ ドール，ハ

ロ ペ リ ド
ー

ル お よ び フ ル ボ キ サ ミ ン （図 1）に つ い て 「薬

剤 別 副作 用 チ ェ ッ ク シ ー ト」 を 作 成 し た．こ れ ら の

チ ェ ッ ク シ
ー

トに は ，副作用 の 初期症状 をチ ェ ッ ク す る

だ け で な く，ア セ ス メ ン トの 内容 と今後 の 薬学 的 管理 計

画 を記載 で きる よ うに した．ま た チ ェ ッ ク シ ートを用 い

る こ と で ，セ ロ トニ ン 症候群等 の 重大 な副 作用
3♪を 初心

者 で も発見 で きる よ うに し た．「薬効群 別 副作用 チ ェ ッ

ク シ
ー

ト」 は 抗精神病薬 （図 2 ＞，抗 不 安 薬 お よ び 抗 け

い れ ん 薬 に つ い て 作成 した．こ れ ら の チ ェ ッ ク シートで

は
， 薬効群 ご とに 最低 限チ ェ ッ ク が必要と思 わ れ る 共通

した副作用症状 を リス ト化す る こ とで，薬 剤師間の 経験

の 差 をな くす よ うに 工 夫 した．

　「ADL チ ェ ッ ク シー ト」（図 3 ＞で は ，患者 の ADL を

評価 し，患 者個々 の 投薬方法 お よ び 薬 剤管理指導方法 を

立案 で きる よ うに した．
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図 L 薬剤別副作用 チ ェ ッ ク シ
ー

ト例 （フ ル ボ キ サ ミ ン ）

月 日

S O A P

ロ 消化 器症 状 （囗 有 ・ロ 無 ）

口 悪 心 ・嘔 吐

口 下 痢

□精 神 神 経症 状 （〔〕有
・
口無 ）

目眠 気

口 痙 撃

口 せ ん 妄

□ 錯 乱

□ 幻 覚 ・妄想

口 め ま い

口 頭 痛

セ ロ トニ ン 症候 群 （ロ 有 ・□ 無）

併 用 薬　 口炭酸 リ チ ウム

O ス マ ト リ プ タ ン

□ 興 奮

ロ ミ オ ク ロ
ー

ヌ ス

□ 反射 亢進

ロ 発汗

日 悪寒

ロ 振戦

ロ 下痢

ロ 協調 運 動 障 害

ロ 発 熱 （37．5℃ 以 上 ）

悪性 症候 群 （囗 有
・ロ 無）

〔〕向精 神薬 ・抗 精神 病 薬 の 併 用

□ 発 熱 （風 邪
・
咽頭 症 状

・

40℃ 以 上 の 高熱 ）

口 意識 障害 （せ ん 妄 ・感情 不安 定

無言 ・昏迷 ・昏睡 ）

□ 便秘 ・イ レ ウス

口 無動 ・筋固 縮
・
筋 痙縮

・

嚥 下 困難
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S 0 A P

悪 性症候 群

ロ 発 汗

ロ 頻脈

口 流 涎

口 GOT ・GPT ・LDH上 昇

ロ CK上 昇

ロ 白 血 球 増 加

ロ BUN ・N囲 上昇

口 電 解 質異 常

口 血 球 系 ：問 題 （□ 有 ・ロ 無 ）

口 白 血 球 減 少

ロ 血 小 板減 少

匸］肝機 能 ： 問 題 （□ 有 ・□ 無 ）

口 GOT　・GPT　・　了
一GTP ・

総 ビ リ ル ビ ン 上 昇

口 黄疸

ロ 薬物 相 互作 用

ロ 炭 酸 リ チ ウ ム

ロ ス マ ト リ プ タ ン

ロ フ ェ ニ ト イ ン

ロ カ ル バ マ ゼ ピ ン

ロ イ ミ プ ラ ミ ン

囗 ア ミ ト リ プ チ リ ン

ロ ク ロ ミ プ ラ ミ ン

ロ ア ル プ ラ ゾ ラ ム

囗 プ ロ マ ゼ パ ム

ロ ジ ア ゼ パ ム

［コオ ラ ン ザ ピ ン

ロ プ ロ プ ラ ノ ロ ー
ル

ロ テ オ フ ィ リ ン

D シ ク ロ ス ポ リ ン

ロ ワ ル フ ァ リ ン カ リ ウ ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 九州 POS 薬 剤 研 究 会
S ： Subjective 　data，　0 ：0bjective　data ．　A ： Assessment ，　P ： Plan
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図 2．薬 効 群 別 副 作用 チ ェ ッ クシ ート例 （抗 精 神 病 薬）

S O A P

ロ 精 神 症状 （ロ 有 ・ロ 無 ）

囗 傾 眠

口過 鎮静
・
抑 う つ （気持 ち が 沈 み が ち ）

［］倦 怠感 （体 が 重 い ）

ロ 集 中困 難 （ひ とつ の 行 動 が続 かな い ）

囗 疲労 感 （何 も した くな い ・疲れ た 感 じ）

□ 錐 体外 路 症状 （ロ 有 ・□ 無 ）

DIEPSS 既 括重 症 度

口 自律神経 症 状 （囗 有 ・ロ 無 ）

口 失神
・
転倒

□ 貧 血

口 低 血 圧

ロ 霧 視 （眼 が か す む ）

ロ 消 化 器 症 状 （□ 有 ・ロ 無 ）

□ 吐 き 気 ・嘔 吐

□ 便 秘

囗 麻痺性 イ レ ウ ス （腹 痛 ・悪 心 ・嘔 吐 ・

腹 部 膨 満感 ・鼓腸 ）

口排 尿 障害 （囗 有
・ロ 無 ）

□ 乏尿

囗 尿 閉

ロ ロ 渇

□ 鼻 閉

□ 内 分泌症 状 （口 有 ・口 無 ）

ロ性 欲 （亢進
・
低 下 ）

口 月経 異常 （過 多
・無 ）　 日　　 週 前 よ り

ロ 女性 化 乳房 （胸 の 膨 ら み　 有 ・無）

ロ 乳汁分泌 （有 ・無 ）

ロ 糖尿病　血 糖値 ．　　　　 ・HbAlc

□ 体 重 の 変 化 （増
・
減 ）　　 kg
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（図 2 続 き）

S 0 A P

口 肝 機 能 障害 （口 有 ・〔］無 ）

匸］GOT　　　　　　　GPT　　　　　　　γ
一GTP

ロ 黄 疽

ロ 皮 膚症状 （□ 有 ・□ 無 ）

□ 発 疹 （紅 斑 ・水 痘 ）

ロ 浮 腫 （有 ・無 ）

ロ か ゆ み （有 ・無 ）

□ 光線 過 敏症 （露出部 の 紅斑 ・浮腫 ）

ロ接 触性 皮 膚炎

ロ 異 常 色素沈着

囗 Stevens−Johnson症 候 群

口 血 液 系 （問 題 ： 囗 有 ・口 無 ）

口 貧 血　 RBC　400 万以 下

成 人 男 子 Hb　 12．Og ／dL ・Ht　 35％ 以 下

成 人 女 子 目b11 ．Og ／dL ・Ht　 30％ 以 下

口 白 血 球 減 少　WBC 　 3000以下

ロ 好酸 球 増 加

□ 顆 粒 球 減 少

口 血 小板 減 少　 PLT　10 万 以下

口 心臓 血 管 系 （問題 ； 口 有 ・□ 無 ）

ロ 動 悸

ロ 心 悸 亢 進

口 血 栓

ロ 塞 栓

ロ 静 脈 炎

囗 原 因不 明 の 欠伸 発作

ロ 心 電図 異常 （ST・T波異 常 ・QT間隔延 長）

ロ 血 圧 （上 昇 ・降下 ）

ロ 眼 症 状 （ロ 有
・

□ 無 ）

目 角結膜 ・水 晶体 の 色素 沈 着

□ 網 膜 色 素 変 性 症

（か す み 目 ・夜 盲 ・
視 野 狭 窄 ）
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S O A P

口 悪性 症 候 群 （口 有 ・ロ 無 ）

口 発熱 （風邪
・咽 頭 症 状 ・

40 ℃ 以上 の 高熱 ・解 熱 剤 無 効 ）

ロ意識 障害

（せ ん 妄
・
感情 不 安 定 ・無 言

・
昏迷

・

昏 睡 ）

ロ 便秘 ・イ レ ウ ス

口 無動 ・筋 固縮
・筋痙縮 ・嚥 下 困難

口 発汗

□ 頻脈

□ 流涎

囗 GOT ・GPT ・LDH 上 昇

口 CK上 昇

□ 白 血 球増 加

ロ BUN ・NPN 上昇

ロ 電 解質 異 常

口 そ の 他 の 神 経症 状 （囗 有 ・ロ 無 ）

口 眼 瞼 下 垂 （眼 瞼 痙 攣 ・顔 面 の 異 常 運動 ）

ロ 頭痛 ・頭 重 感

ロ 痙 攣

ロ 知 覚異常 （手 足 の 感 覚異 常 ）

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　九州 POS 薬 剤 研 究 会

S ： Subjective 　data，　0 ： 0bjective　data ，　A ： Assessment ，　P ： Plan

　現在 ， 筆者 ら は 副作 用 が 疑 わ れ る 場合 に
， 本研 究会 の

副作用 チ ェ ッ ク シートを活用 し て い る が，こ の うち原 因

薬剤が 特定で きる 場合 に は薬剤 別 の シ
ー

トを用 い
， 特定

で きない 場合 もしくは薬剤別 の チ ェ ッ ク シ
ー

トが 作成 さ

れ て い な い 場 合 に は，薬効 群別 の もの を使 用 して い

る
4；．また 患 者 の 薬学 的問題 点 の 原 因 が ADL に あ る と

考え ら れ る 場合 に は
， 「ADL チ ェ ッ ク シート」を用 い て

問 題 解決 に 取 り組む よ うに して い る
4｝．

3． チ ェ ッ ク シ ートの 使用例

　薬剤管理指導業務 で セ ロ トニ ン 症候群 に 対応し た際の

「フ ル ボ キ サ ミ ン 副作用 チ ェ ッ ク シ
ート」の 記載例 を図 4

に 示す．

　症 例 は 非定型 精神病の 女性患者 （44歳） で ，うつ 状態

の た め 入院 とな っ た．本 症 例 に は マ レ イ ン 酸 フ ル ポ キ サ

ミ ン （50mg，分 2 ）と 炭 酸 リ チ ウ ム （600mg，分 3 ）

が 併用 さ れ て い た こ と か ら，担当薬剤 師 は セ ロ トニ ン 症

候群
3｝
お よ び リ チ ウ ム 中毒

5｝
に 特 に 注意 し て 薬 剤管 理指

導業務 を 開 始 した ．入 院後20 日 目頃 か ら倦怠感，多弁 お

よ び悪寒等が認め られたため ， 担当薬剤 師 は フ ル ボ キ サ

ミ ン 用 の 副作用 チ ェ ッ ク シ
ー

トを用 い て 病状 分析 を行

い
， 今後 の 対 応策 を主治医 と検討 した．そ の 結果，炭酸

リチ ウ ム とマ レ イ ン 酸 フ ル ボ キ サ ミ ン を中止 し，対症療

法 に 並行 して ，抗セ ロ トニ ン 作用 の あ る ク ロ ル プ ロ マ ジ

ン （150mg ， 分 3 ）と そ の 配 合 剤 （25mg 含 有，分 1 ）

を投与す る こ とで ，精神症状 お よ び身体症状 の 改善 が 認

め ら れ た ．なお 本症例 を厚生労働省 に医薬品安全性情報

と して ，また 日本病 院 薬 剤師会 に プ レ ア ボ イ ド事例 と し

て，そ れ ぞれ報告 した ．
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図 3．ADL チ ェ ッ ク シ
ート例

S 0 A P

視 力 問題 （□ 有 ・ロ 無 ）

口 白 内 障 ロ 新 聞 の 字 が 読 め る

□ 緑 内障 ロ新 聞 の 見 出 し は 読 め る

口 老 眼 □物 の 動 き は 追 え る

□ そ の 他 口明暗 、色、形 の 識 別 が で き な い

聴力 問題 （□ 有 ・□ 無 ）

ロ 難 聴 □ 普 通 に 聞 く こ と が で き る

ロ そ の 他 ロ 大 き な 声 な ら 聞 こ え る

ロ 聞 こ え な い

ロ 聞 こ え て い る の か 判 断 不能

理解力 問題 （□ 有 ・□ 無 ）

□ 脳 血 管 障害 口 人 の 話 を理 解 で き る

□ 痴 呆 囗 具体 的指 示 や 誘 導 に は 従 う

ロ精 神 障害 口 ほ と ん ど 理 解 で き な い

□ そ の 他

意志 伝 達能 力 問題 （ロ 有 ・□ 無 ）

ロ 構 音 障害 ロ 相 手 に 意 志 を伝 え る こ と が で き る

□ 失 語 症 ロ ー
部 伝 え る こ と が で き な い

□ 意 識 障害 ロ 具体 的欲 求 は 伝 え る こ と が で き る

ロ そ の 他 口 ほ と ん ど 意 志 の 伝 達 は で き な い

嚥 下 能 力 問 題 （ロ 有
・ロ 無）

ロ 錠 剤 不 可 口 大 き な 剤 形 の 薬 剤 は 嚥 下 で き な い

［］散 剤 不可 ロ 大 き さ に 関 わ ら ず 固 い 物 は 嚥 下 で き な い

ロ そ の 他 ロ 時 々 む せ る が 柔 ら か い 物 は 嚥 下 で き る

□ 水 で も む せ て 誤 嚥iの お そ れ が あ る

運 動機 能 問 題 （□ 有 ・□ 無 ）

ロ 歩 行 困難 ロ 自立 し て い る

ロ 座 位保 持 困 ロ
ー

部 介助 で 自立 が 可 能

難 ロ 全 面 介助 が 必 要

□ 手 指 の 不 自

由

□ 手 指振 戦

ロ そ の 他
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（図 3 続 き〉

S o A P

服薬 自立状 況 問題 （ロ 有 ・□ 無 ）

ロ ヒ
ー

トシ ー 口 錠剤 等 を ヒ
ー

ト シ
ー

ル か ら 取 り 出 し 服 用

ル 開封 ・服 用 す る こ と が で き る

ロ
ー

包 化 包 装 ロ ー包化 し た も の を 開封 し服 用 す る こ と が

の 開封 ・服 用 で き る

ロ そ の 他 ロ 開 封を介 助 す れ ば 自力 で 服 用 で き る

0 開 封 し て も ら い 、 口 の 中 に 入 れ て も ら う

必 要 が あ る

ロ オ ブ ラ
ー

ト等 の 服 用 補 助 具 が 必 要

コ ン プ ラ イ ァ 問題 （□ 有 ・ロ無 ）

ン ス 口 指示 どお り に 服 用 で き て い る

□ 服 用 困難 ロ 時 々 飲 み 忘 れが あ る

ロ 服 用拒 否 口 時 々 飲 み 過 ぎ が あ る

□ 服 用 怠 慢 ロ ほ と ん ど 服 用 で き て い な い

口 特 定 の 薬 剤 に つ い て コ ン プ ラ イ ア ン ス 不

良

内容 理 解

［］疾患 に 対 す 問題 （□ 有
・ロ 無 ）

る 認 識 度 □ 病 識 あ り

ロ疾 患 に つ い て の 自覚が な い

囗 間 違 っ た 病識 を 持 っ て い る

ロ 薬 効 の 理 解 問 題 （口 有 ・ロ 無）

度 ロ 理 解 で き て い る

□ 　　 種 類 中　　 種 類 が 理解 で き て い な い

□ 　　 種 類 中　　 種 類 を間違 っ て 理 解 し て

い る

口 薬剤 名 の 理 問 題 （□ 有 ・口無 ）

解度 ロ 理 解 で き て い る

口 　 　 種 類 中　 　 種類 が 理 解 で き て い な い

口　　 種 類 中　　 種 類 を間 違 っ て 理解 し て

い る
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（図 3続 き〉

S O A P

内 容理 解

囗 用 法用 量 の 問 題 （□ 有
・D 無 ）

理解度 □ 理 解 で き て い る

〔コ　　 種 類 中　　 種 類 の 服 用 時 刻 が 理 解 で

き て い な い

〔］　　 種 類 中　　 種 類 の 服 用量が理 解 で き

て い な い

ロ 　　 種 類 中　　 種 類 を間違 っ て 理 解 し て

い る

九州 POS 薬 剤 研 究 会

ADL ：Activity 　of 　daily　living
S ： Subjective　data，　0 ： 0bjective　data ，　A ： Assessment ，　P ： Plan

4． チ ェ ッ クシ
ー

トの 使用評価

　各種チ ェ ッ ク シ
ー

トの 使用満 足 度調査の 結果 を 表 3 に

示す．チ ェ ッ ク シ
ー

ト を使用 し て 満 足 に 思 う点 で 回 答 が

多か っ た の は，　「業務時 間 が 短 縮 で き る 」（41名，91％），
「業務の効率化 が 図 られ る」（32名，71％ ）お よ び 「業 務

の 標準化 が 図 ら れ る 」 （25名，56％）で あ っ た．こ の こ

とか ら会員 に は ，本研 究会 の チ ェ ッ ク シ ートが おお むね

好意的に 受け入 れ られ て い る よ うで あ っ た ．し か し

チ ェ ッ ク シ ートを 使用 す る た め に は 「施設内の 薬剤師で

意識統
一

が で きない 」 が30名 （67％ ），「資料が集 ま る と

安心 し て し ま う」 お よ び 「使 う タ イ ミ ン グ が わ か ら な

い 」が各20名 （各44％ ）等 の 問 題 点 も指摘 さ れ
，

チ ェ ッ

ク シ ートの 使用方法 の 徹底と さ ら な る 改良の 必要性が示

唆 さ れ た，

考 察

　薬剤管理 指導業務 の 質 を保持 して 実施率 を上げ る た め

に は，本業務 の 効率化 を図 る 必 要が あ る．すなわ ち事前

に患者 ご との 薬学的問題点 を明 らか に し，業務 の 実施 日

ご とに薬学管理計画 を立 て て 患者 を面 談す る こ とが 重 要

で あ る．さ ら に ，経過記録 を 簡素 化 す る必要 が あ る ．こ

れ ら の こ と を 可能に す る た め に は，POS の 考 え方 で 標

準化 され た患者評価 ッ
ー

ル が有用 で あ る と思 わ れ る ．

　本研究会 で は，精神科薬 に 関 す る 薬剤別副作用 チ ェ ッ

ク シ ー ト，薬効群別 副作 用 チ ェ ッ ク シートお よ び ADL

チ ェ ッ ク シ ート を作成 して ，必 要 に 応 じて 使用 し て い

る ．セ ロ トニ ン 症候群を可 能 な か ぎり早期 に 発 見 し，重

篤 な 事態 を 回 避 で きた の は，フ ル ボ キ サ ミ ン 用 副作 用

チ ェ ッ ク シ
ー

トを用 い た 成 果 と考 えられ る．また今回報

告 し た 症例 の よ うに，事前 に 副作用 の 発 現 が 危惧 され る

場合 に は チ ェ ッ ク シ ートを経時的 に用 い る こ とで，担 当

薬剤 師 が 交替 し て も副 作 用 の 初期 症状 を継続 的 に モ ニ

ター
す る こ とが 可 能 とな る．こ の よ うに チ ェ ッ ク シート

を 活用す れ ば，薬剤管理指導業務 の 標準化 が 図 られ ，業

務時間 の 短縮 と効率化 に つ な が る と考 えられ る．こ の こ

とは，チ ェ ッ ク シ
ー

トを使用 した 会員 の 多 くが考え て い

る こ とで もあ っ た．さ ら に は，それぞれ の 施設 で 共通 し

た チ ェ ッ ク シ
ー

トで 患者の 薬学的評価 を行 うこ とに よ

り，患者 が 転院 した場合 に も評価 を 継続す る こ と が で

き
， 患者 の メ リ ッ トも大 きい と考 えられ る．

　今後 は 本研究会 の チ ェ ッ ク シー
トを用 い る こ とで ，副

作用 の 早期発見 や ADL 低下 の 防止 に つ なが っ た 症 例 を

増 や す こ と や，薬剤師が 関与 した こ とに よ る 処方変更率

を 向上 させ る こ と等の 目 に 見 え る 成果 を出 して い くこ と

が 課題 と考 えて い る．また チ ェ ッ ク 内容 の ス コ ア 化 に よ

り，長期入 院患者に対 し て も継続的 に評価 を行える シ ス

テ ム 作 りも必要 で あ る と考え ら れ る，さらに は使用満足

度調査結果 か ら，会員 に 対 して は ，チ ェ ッ ク シ ートの 使用

に 関す る 意識啓蒙 と使用方法 の 教授 が必要 と思 わ れ る．
こ れ か らも会員 の 使用 経験 を 重視 しなが ら，「精神科専

用 薬剤管理指導業務 用 チ ェ ッ ク シ
ー

ト」 を改 良 す る と と

も に ，チ ェ ッ ク シ ートの 対象疾患 を拡大 して，臨床薬剤

N 工工
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図 4．薬剤別副作用 チ ェ ッ ク シート （フ ル ボ キサ ミ ン用 ）使用 例

9 月13日

S o A P

下 痢 便 に 冒消 化 器 症 状 （暫 有 ・ロ 無 ） フ ル ボ キ サ ミ ン

な っ て い る 口 悪 心 ・嘔 吐 に よ る セ ロ ト ニ

宙下 痢 ン 症 候 群 を 考 え

寒 く て 仕 方 る 。

が な い 冒精神 神経 症 状 （暫 有 ・口無 ）

口 眠気

何 が 何 だ か □ 痙攣

わ か ら な い ロ せ ん 妄

▽ 錯乱

口 幻 覚 ・妄 想

口 め ま い

ロ 頭痛

鹸 ロ トニ ン 症 候 群 （材有 ・□ 無 ） 血 圧 172／102 、 1 ．セ ロ トニ ン

併用薬　図（炭酸 リ チ ウ ム 発汗 、下 痢 、 突 症 候 群 と 考 え ら

ロ ス マ ト リ プ タ ン 然興 奮 し て 走 り れ る こ と を 主 治

辰頂 奮 出す な ど の 行 為 医 に 報 告 す る 。

ロ ミ オ ク ロ
ー

ヌ ス が 見 ら れ 、不 安

ロ 反射 亢 進 緊張 も 続 い て お 2 ．抗 セ ロ ト ニ

ロ 僥 汗 り 、炭 酸 リ チ ウ ン 作 用 を 有 す る

暫恵寒 ム が併 用 さ れ て 他剤 に 変 更 す

ロ 振戦 い る こ と か ら セ る 。

訴 痢 ロ ト ニ ン 症 候 群

□ 協 調 運動 障害 と 考 え られ る 。 3 ．フ ル ボ キ サ

暫発 熱 （37．5℃ 以 上 ） ミ ン 、 炭 酸 リ チ

ウ ム の 中止 を 検

討 す る 。

図
〆
恵性 症候 群 （口 有

・暫 無） CK値 が 183で あ 1 ．血 液 生 化 学

訂 向精 神 薬 ・抗 精 神病 薬 の 併 用 る が 、悪性 症 候 検 査 値 の 確 認 。

ロ 発熱 （風 邪 ・咽 頭症 状 ・ 群 と も 取 れ る 症

40℃ 以 上 の 高熱 ） 状 が 見 ら れ て い 2 ．血 圧 の モ ニ

口 意識 障 害 （せ ん 妄
・
感 情 不安 定

・
る た め 、 今後 も タ ー

無言
・
昏迷

・
昏睡 ） モ ニ タ ーが 必 要

□ 便 秘 ・イ レ ウ ス で あ る ． 3 ．体温 の モ ニ

［コ無 動
・
筋 固 縮

・
筋痙縮 ・嚥下 困 難 タ ー

□ 発 汗
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

276
医療薬学 voI ．28，No ．3 （2002）

（図 4 続 き）

S 0 A P

悪 性症候 群

□ 頻脈

□ 流涎

［⊃GOT ・GPT ・LDH上 昇

ロ CK上 昇

口 白血 球 増 加

□ BUN ・NPN上 昇

□ 電解質異 常

玄血球系 ： 問題 （□ 有
・M 無）

ロ 白血球 減 少

ロ 血 小板 減 少

ロ 肝 機 能 ： 問 題 （囗 有 ・
日 無 〉

匚］GOT　・GPT　・　Y　−GTP　・

　総 ビ リ ル ビ ン 上 昇

□ 黄疸

癪 物 相 互 作 用

鹸 酸 リ チ ウ ム

ロ ス マ ト リ プ タ ン

匚］フ ェ ニ トイ ン

ロ カ ル バ マ ゼ ピ ン

囗 イ ミ プ ラ ミ ン

ロ ア ミ ト リ プ チ リ ン

ロ ク ロ ミ プ ラ ミ ン

ロ ア ル プ ラ ゾ ラ ム

ロ ブ ロ マ ゼ パ ム

ロ ジ ア ゼ パ ム

ロ オ ラ ン ザ ピ ン

ロ プ ロ プ ラ ノ ロ
ー

ル

［］テ オ フ ィ リ ン

匸］シ ク ロ ス ポ リ ン

B ワ ル フ ァ リ ン カ リ ウ ム

リ チ ウ ム 併 用 下

フ ル ボ キ サ ミ ン

の 作用増 強 に よ

る セ ロ ト ニ ン 症

候 群 と 考 え ら れ

る 。

1 ．抗 セ ロ ト ニ

ン 作 用 を 有 す る

薬 剤 へ の 変 更 を

検 討 す る 。

2 ．両薬 剤 の 中

止 を検討 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 九州 POS 薬 剤研 究 会
S ： Subjective 　data，　0 ： 0bjective　data ，　A ：Assessment ，　P ： Plan

師業務 の 質の向上 に 努 め た い と考え て い る．
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